

















































































































































































































































































































































































































































































を拡大させるのである(SQ  1・SQ2 の喚起）。































































































































展 開３～４は, SQ2 厂なぜ現代（80 年代以 降）
の人 はブランドなどの嗜好品を購入するような消
費行動をとるのか」を探求する。ここでの分析手
順 は， 展開1 ～2 と大き くは代 わらない （①が






厂S席 にどうぞ」 のよう に， そうした製品が自己
の特別性を喚起するかのようなイメージを植えつ












































別化」から 厂限定化」 に方向修正し，匚特別 匪」
の意味を 匚階層差」 から 匚体験差」に変更するこ
とで，匚人より早 く限定品を手に入 れて自分 が他
とは異なる“選ばれた存在”であることを示した
者が勝ち」 のゲームをしていることを掴む。 そし























































































































































・ あなた は商品 を賈 うと き， どのよう なことに注意 して い
ますか。
・ 同じ品質，同 じデ ザイ ン，同 じ機能 の商品 であれば， あ
なたは値段が 高い物と安い物， どち らを購 入しますか。
それは常 にですか。 なぜですか。
・ 現代のよう な市場経済 のもとで は，我 々消費者 は値段 に
関して主導を 持っており， 自由意志 に基づ いて買い たい
商品を適切 な値段で購入で きるよう になったと考え る人
もいます。 あなた は昔 と今 とで は， どちらの消費者が買
いたい商品を買 いたい値段で 購入で きる世 の中であ ると
思いますか。
例）・価格が適正か どうか。　　　　・品質 が良 いかどうか。
・ それが 本当 に必要かどうか。　など
・同 じ品質であ れば，当然安い方を 選択 するであろ う。
〔素朴理論〕
現代社 会は昔より も商品 の種類が増え， メーカ ーもより
低価格 でより高性 能な商品 の開発 に励んで いるため に，
また ネットなどで 情報を 集めるこ とがで きるので， 消費
者 は以 前より も自らの意思 に基づ き， 欲 しいも のを適 切
な価格 で買 うこ とがで きると考え られる。 従って，現 代
社会 の消費者 は同 じ品質， 同じ機能， 同じ デザイ ンなら






















・このＡ社の鞄を知 ってい ますか ？
・ではこちらの鞄 は知 ってい ますか ？
・模倣製品 は限りな くＡ社 の鞄 に近い もので， 使 って いる
素材や鞄 として果 たす機能 も似てい ます。 で も価格 はお
よそ半分以下 です。先 ほどの例 に従 って， 今回 も安 い方
（模倣製品）の方がよ く売 れるので しょうか。
・多く の人 がこうし たブ ラ ンド品 のよ うな， 商品 の値 段や
性質， デザイ ン以外 の側面に価値を見出し購入するといっ
た行動が見 られるよ うになったのは昔 からでしょうか？
（ およそ全て の生 徒が聞い たことのあ るような有名プ ラン
ド バッ クとそ の模 倣品を提示 する。 こ こで 言うブ ランド
品 とは， 有名デザイナ ー（特に海外） の製作物 の意 味）
・ 現代の私 たち消費 者は時 として， 商品 の性 質や値段， デ
ザイ ンとい った製 品が持つ性質 や機能以外 の側面 にな ん
らかの価値を見出すことがある。
（生徒 の素朴理論に揺さぶりをか ける）
・ 昔の人 にも見られた現象 だが，70 年代 後半～80年代以 降
に特に顕著になったと言 われてい る。
Mq: 現代社会に生きる我々消費者は，商品の何に価値を見出して購入する のだろうか。なぜそう した行動を とるのだろうか？
SQ.1 : なぜ高度経済成長期やそれ以前 の消費者 は，ブ ランド品を買うという行為を積 極的 に行なわなかったのだろうか。
SQ2 : なぜ80年代以 降の消費 者は， 品質や機能が ほぼ同 じであ るこ とが分かつていながら，あえてブ ランドなどの嗜好 品





SQ1 : なぜ 高度経済 成長期や それ以前 の消費者 は， プ ラン
ドなどの嗜好品を買う という行為を積極的に行な わなかっ
たのだろうか。









SSQ2 : な ぜ70年代 の消費 者は，80 年代以 降に比べて， な







Sq2: なぜ80年代以 降の消費者は，品質や機能が ほぼ同じで
あることが分かつていながら，あえてブランドなどの嗜好品
を買うという行為を積極的に行なうようになったのだろうか？










・ 極めて 高額であ ったため，一部 の裕福な人 々に限 られて
い た。
(予想さ せる)
(子ど もか ら｢ バブ ル｣ と言 う単語が出て くると思 われる)
・70年 代頃か ら多 くの人々が不動 産購入や 株式投 資 に走 っ






















・なぜ80年 代の後半に特 に株価や地価 の上昇が激しいのか。
教科書か ら確認 して みよう。
・地価 や株価が増加 し続け たことは， 当時 の人 々の心理 に
ど のよ うな影響を与え たのか予想して みよう。
・外国 製ブ ランド バッ クや服 といった もの以 外でこ の時期
に盛ん に売 れたものには何かあるか。
【①】
・外国製有名 ブランド品 とこれらの商品 に共通性 はあるか。
そ れは何 か。【 ②】
○世 界中で価値 が認め られて いるそうし た商品 を購入 する
ことにはど のような意味か おるのだろ うか。 それ はどの
よ うな欲求 に基づく消費行為と言える のだろ う。【 ③】
・80年 代に， こうした人々 の誇示的欲求を刺 激するよ うな
出来事 が何かあったのだろうか。
２
・80年代， アメリカは巨額 の財政・貿易赤字 に陥り， 深刻な
不況であった。 そしてそ の原因は日本にあるとして，85年
に プ ラ ザ 合 意 に よ っ て ド ル 高 是 正 措 置 が と ら れ，
1 $ =300 円か ら180円まで 円高 が進んだ。 製造業 はこ れま
での外需主体の戦略で はなく， 内需拡大が迫 られたo 政府
はいわゆる「円高不況」を予測し， 企業 の資金調達が容易
になるように①金融の自由化， ②金利 の引 き下げ， といっ
た措置を とったo 企業 は資金調達が容易 になったが， その




の人々が名目上 の資産を拡大させ（ キャピ タル ゲイン），






・（ マズロ ーの欲求 ３段階を示 して， ど の段 階にあるか確
認 させる）そ れらの商品を購入 するこ とで 匚自分 は裕福
で ある」「自分 は選 ばれた存 在であ る」 と他者 に知 らせ
よ うとした。 こうした欲求を「誇示的欲求」 と言 う。
・ 日本の自動車生産 が1985 年 には世界一 になり， 日本 の経
済力 が世界中で もて はやされ， 匚アジアの奇跡」 厂JAPAN

























・ 外国製ブ ランド品 はど のような戦略で売 られたのか。当
時の広告から考えて みよう。【⑤】
・ では， 従来売 れ筋だ った商品（電化製品 や車，マ イホ ー
ム）に焦点を変 えよ う。 これら は80年 代に入 って売 れな
くなってしまったのか。
・80 年代 の消費 者の欲求を 満たす ために企業 はど のような
戦 略を展開 したのだろう か。 例えば 自動車や電化製 品に
見られる戦略 を見て みよ う。 その当時 の広告か ら， それ
までの時代との違いを考えて みよ う。【 ④⑤】
・ マイ ホームに関する広告 を通して， その戦略を見て みよ
う。【 ④⑤】
・ こうし た事 例は， マ イホ ームや自動車，電 化製品以 外に
も見ることがで きるか。【 ④】







そ の商品の「特 別t生」 を アピールし、そ れを 所有す ること
が 個人 の「特別 性」「 個性」 の演 出につ ながるか のよ うに
うったえ ている。
・売 り上げ は70年 代に比べて 伸びている。製 造業の経常利
益 率は70年代 の好 調時並 になり， 経済成長 率は70年代 よ
り も高い。
・ 企業はそ の商品を 保有す ることが自己 の 厂特別 詮＝（ 個
性 ）」を ア ピ ールで きるか のよう に思 わせよ うとし た広
告戦略 に出て いる。 また商品 自体も「大型化 」厂高級化」
「差 別化」 といった修正がなさ れてい る。
・戦 略は， 外国製ブラ ンド品 の販売戦略 と類似 している。
・平 成元年度 の経済白書 にも家電 や自動車 の 厂高級化」 が
報 告されている。
・ 住宅を大型化 し高級化を図 っている。 広告で の販売戦 略
は， やはり外国ブラ ンド品 と同じ手法が とられている。
（ 例） ワ ンハ ンドレッドヒル ズ（通称： チバリーヒルズ）
（ 例）・ デラッ クス寝台特急 厂北斗星」登場
・ ハイツ・カ ーブ ーム
・ 高級チョコレ ートブ ーム
・高級イ ンス タント ラーメ ンブーム
・80年代 の消費者が持つ「誇示的欲求」を刺激するために，
企業はこぞって商品 の多様化・大型化・高級化・差別化を







ＯＣＭや広 告以 外で 企業 が消費者 の購買 意欲を 刺激 する手
段として これまで見て きたよう にテレビ番組を利 用する
という ものがあった。 80年 代、 こうした戦略を もって作
られた番組に はど のような ものがあるか。【 ⑥】
・「 トレンディ・ドラマ」の他に、 企業が「生活の理想像」
を消費者に提示す るために生 み出しだのは何か。
・ 「トレ ンディ・ド ラマ」･･･高級マ ンションに住 み、 高級
車を乗り回 し、 優雅な生 活を送る若者 たちが登場 する。
消費者 は、ド ラマ の登場人 物に憧 れを 抱き、 同様 の消費
行動を することが「特別 歐（＝個性） をアピ ールで きて
いる自分」と感じ、 そ の真似を することになる。
・　匚嗇 胞的生 活を追求 する」 を詛い文句 に、 商品を カタロ









○社会 において，意図 せず，そ うした購買意 欲の刺激に参
与 した もの は他 にないか。【 ⑦】 ８
９
（例）・当時 の流行歌 の中身

















80年 代はバブル到来 によ る 匚資産効果」で多くの人 々の将来への
不安 は解消されつつあ った。そしてさ らに上位の 厂誇示的欲求」
に基づいて，自分をより良くみせることに奔走し始 めた。彼 らは
これまで多くの日本人が体験できなかった海外旅行やブランド品
収集などの行動に出始 めた。企業はこうした消費者 の欲求をベ ー
スに，商品 の多 様化・差別化・高級化 の 厂ブ ランド化戦略」を図
り，ＣＭや広告でそれらの商品の購入が所有者の特別性（＝個性）
を引き立てる効果かおるかのようにアピールし， またド ラマなど
を通じて，そうした商品 に囲まれた優雅 な生活を送ってい る人物
を， 自己 の特別 陸をアピールできている人物 の理想像として提示
した。つまり，「ブ ランド化され た商品を多く購入して自分が他
者とは異な る『選ばれた存在』であることをアピ ールで きている
者が勝者」 とした暗黙 のルールを設定 し，消費者が企業 の生 み出
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皿|凵　　　　 「ヽ ﾚﾝﾃ でﾞ-ﾄﾞｼ-.･などにねって.ﾌﾞﾗﾝﾄ 品ﾞを身に
リI’j　　　　 つけて．･扛皿の一了皿で乱よ支に生ごろ主人公のぶ
収　　　　　 を坦鬯賤として･Fす
○ 上 記 の よ う な 企 業 戦 略 が 展 開 さ れ た 結 果 ，ど の よ う な 社
会 現 象 が 生 じ た の だ ろ う 。 【⑨ 】
SSQ.3 二な ぜ80 年 代 の 消 費 者 は ，以 前 よ り もブ ラ ン ド品 嗜
好 が 強 ま っ た の か 。 【 ⑩ 】
（例）東 京のブ ランド化 （東 京の一極集 中の加速）， 平成景
気 の発生な ど
○ バブ ル発生 によ る資産効果で 厂安 心・安全 への欲求」が
満 たされるよう になった人々 は， それより 高次の「誇示
的欲求」 を抱 き， これを満 たす商品を求 めるよう にな っ
た。 また， 企業 もブラ ンド品を買 わせ るよ うに， こ れを
買 うことが良 い ことのような雰 囲気 を作 った。 こ のこ と






SSQ.4 : な ぜ今 日の消 費者 も、 外国製 高級ブ ラ ンド品 の
購買 意欲がそこ そこあるのか。 企業戦略 は80年代と 同
じな のか ？








○ 各時 代の消費者は何 に価値を見出 して きたのだろうか。
○ 消費者が商品 の価ｲ直を見 出していく過程で， 企業 はどの
ような戦略を立て，消費者 に影響を与え たのだろうか。
○こうし た企業 戦略 の裏 に一貫 して見 られる， 企業 の原動
力 ともなる企業の価値観 は何だろ うｏ
ＭＱ：現代社 会に生きる我 々消費者 は， 商品の何 に価値を
見出して購 入するのだろう か。な ぜそうした行動を とる
のだろうか？
60年代…生理的 欲求 （苦役か ら解放 されたい）
70年代…安心 ・安定 への欲求　80 年代・現 代… 誇示的 欲求
・ 企業 は，時代 時代の消費者 の購買動機 の変 化に対応 しつ
つ も， そ の中 で最大利益を上 げるこ とがで きるよ うにす
るため に，消 費者に「商品 購入＝理想 の生 活」 といった
雰囲気をか もし出すよう に， 宣伝や マスコ ミも利 用して
消費 者を躍らせよう とす る。
・常 に「最大利 潤の追求」 である。資 本主義 体制下 の企業
は， これを常 に追求し続 けることが求 められる。
＜図＞
※図は，23頁 の「需要創 出の自己組織的 システ ム」 図と同
じなので， 省略する。
MA: 現代 の消費者は，商品のデ ザインや機能，品質だけでなく， その商品が「自己の特別性を他者にアピール出来るかどうか」
という判断基準を持 っている。これは，「誇示的欲求」が人 々に見られるよう になった70年 代後半 に顕著となったもので， それ




現代社会における 厂個性」 とは何だとあなたは考え ますか。
(略)





1 : 1988～1989 年 の首 都圏の不動産の広告・財 テク雑誌
２ ：　匚国民生活 に関する意 識調査」 の「将来 への備え と現在 の
生活 の充 実とどち らを 優先 す るか」 への解答の変動(1972 年
～1991 年）
3 : 1980年代 の外国製 ブラ ンド品の販売広告
４：ビクター・ＶＨ Ｓの販売 広告「 Ｓ席へど うぞ」（1988年） 他
５：　厂耐久財 の実質購入価格指数の動き」「耐久消費財の大型化・
高級型化・高級化」『1988年 度経済白書』
６：京成不動産 の販売 広告 「新・生 活浪 漫主義」(1991 年） 他
７：長谷川慶太郎 （1989） 厂『高級化・個性化・差 別化 』が牛－
ワ ード」「品 質向上 の意 味」「 『少品 種少量 生産 』 の本質」
『麻雀・カ ラオケ・ ゴルフは， おや めなさいJPHP 研究所
8 : Princess Ｐ血cess “Diamonds ” の歌詞 など
９：長谷川 厂『投機 は悪 』は時代遅れ の発想」，同上書
28  ―
